
高
校
1
年
の
時
に
出
会
っ
た
友
人
S
に
誘
わ
れ
山
岳
部
の
部
室
を
訪

ね
て
か
ら
49
年
山
登
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
（
ほ
ん
と
は
水
泳
部
に

入
部
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
頭
を
丸
刈
り
に
す
る
こ
と
に
踏
躇
し
て

い
た
時
の
事
で
す
）
こ
の
友
人
S
と
の
出
会
い
が
私
の
人
生
を
大
き
く

変
え
る
出
会
い
で
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
登
っ
た
山
は
山
形
蔵
王
・

瀧
山

(
l
,
3
6
2
m
)
山
頂
か

ら
眺
め
た
蔵
王
ス
キ
ー
場
や
蔵
王
温
泉
街
の
景
色
に
感
動
し
、
以
降
夏

の
鳥
海
山
で
は
雪
渓
や
千
畳
ヶ
原
の
雄
大
な
景
色
の
と
り
こ
に
な
り
、

登
山
の
雑
誌
、
山
の
本
を
読
み
漁
り
、
毎
週
の
よ
う
に
蔵
王
の
山
へ
通

い
（
当
時
は
土
曜
日
午
前
授
業
で
午
後
か
ら
部
室
で
山
の
準
備
を
整
え

山
へ
出
か
け
ま
し
た
）
、
夏
休
み
は
朝
日
連
峰
（
高
校
2
年
単
独
登
山
）
、

飯
豊
連
峰
へ
と
出
か
け
、
高
校
3
年
に
な
る
と
同
級
生
は
受
験
勉
強
の

た
め
と

一
人、

二
人
と
山
を
離
れ
て
い
き
ま
し
た
が
他
校
の
友
人
U
を

誘
っ
て
は
残
雪
の
蔵
王
全
山
縦
走
登
山
、

3
月
の
鳥
海
山
を
ピ
ッ
ケ
ル
、

ア
イ
ゼ
ン
を
使
っ
て
登
っ
た
り
、

U
と
ネ
。
ハ
ー
ル
語
会
話
集
の
冊
子
な

ど
を
取
り
寄
せ
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
行
き
た
い
と
淡
い
夢
を
語
り
合
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

気
づ
い
た
ら
進
路
を
決
め
る
時
期
に
な
り
漠
然
と

「山
小
屋
に
就

職
」「
大
学
山
岳
部
に
進
む
」
こ
の

二
択
を
考
え
て
い
る
時
、
定
期
購

入
し
て
い
た

「山
と
渓
谷
」
と
い
う
雑
誌
に

「
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
断

山
を
知
る

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

念
の
日
湯
浅
道
男
（
日
本
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
隊
長

・
愛
知
学

院
大
学
法
学
部
教
授
）
」
の
記
事
を
読
み
、
直
ぐ
に
同
大
を
受
験
、
師

が
教
鞭
を
と
る
法
学
部
へ
と
進
学
、
同
時
に
山
岳
部
に
入
部
そ
の
こ
と

が
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
山
岳
部
の
名
門
だ
け
あ
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
念
頭
に
し
た
普
段

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
毎
週
の
岩
登
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
夏
休
み
は
1
ヶ
月

に
及
ぶ
夏
山
合
宿
…
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
想
像
を
超
え
る
内
容
で
し

た
が

19
歳
の
時
秋
山
合
宿

・
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
を
登
攀
中

同
級
生
と
先
輩
が
滑
落
死
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
直
面
、
山
岳
部
は

2
年
間
休
部
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
4
年
の
時
、
本
格
的
な
雪
山
登
山
が

1
9
8
2年
日
本
山
岳
会

学
生
部
遠
征
隊

「ボ
ゴ
ダ
II
峰
」
（5
，
4
4
5
m
中
国
）
に
初
登
頂
、

参
加
を
皮
切
り
に
34
歳
ま
で
の
12
年
間
海
外
の
高
峰
登
山
へ
と
出
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が

1
9
9
4
年
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
前
夜
高
度
障

害
に
倒
れ
九
死
に

一
生
を
得
高
所
登
山
へ
の
夢
を
断
ち
ま
し
た
（
雪
岳

山
一
韓
国
ー

9
8
4
年
、
ガ
ウ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
峰
こ
ネ
。
ハ
ー
ル
ー
，

8
4
年
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
／
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
三
国
友
好
登
山
隊

:
1
9

8
8
年
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
ニ

中
国
1
9
8
9
年、

エ
ベ
レ
ス
ト
：

1
9

9
4
年
他
）
。

山
に
学
ぶ

会
員

日
本
山
岳
会
会
員

高

村

真

司
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特別寄稿

29
歳
の
時
、
当
時
の
文
部
省
登
山
研
修
所
（
富
山
県
1

現
国
立
登
山

研
修
所
）
の
講
師
と
し
て
今
ま
で
と
は
違
う
立
場
で
山
登
り
と
関
わ
る

よ
う
に
な
り
後
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
基
礎
の
よ
う
な
こ
と
を
こ
こ
で
培
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

39
歳
の
時
、
登
山
研
修
所
・
北
ア
ル
プ
ス
：
大
日
岳
に
於
い
て
冬
山

研
修
中
に
大
日
岳
山
頂
の
雪
庇
大
崩
落
と
い
う
事
故
が
発
生

(
2
0
0
 

0
年
3
月
5
日
）
＊
以
下
「
大
日
岳
事
故
」
、
私
が
引
率
し
て
い
た
学

生
2
名
が
亡
く
な
る
と
い
う
山
岳
遭
難
事
故
の
当
事
者
と
し
て
主
任
講

師
山
本

一
夫
と
7
年
間
係
争

(
2
0
0
 
7
年
7
月
16
日
遺
族
と
国
が
和

解
を
受
け
入
れ
結
審
）
を
経
験
、
こ
の
事
故
を
機
に
登
山
界
の
中
で
登

山
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
が
い
な
く
な
る
と
い
う
機
運
な
ど
も
あ
り
、
そ

の
声
に
こ
た
え
る
意
味
で
も
登
山
中
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
で
き
る

立
場
11
山
岳
ガ
イ
ド
と
し
て
生
き
る
道
を
選
び

2
0
0
 
2
年
10
月
に

（
公
社
）
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
に
入
会
、
山
岳
ガ
イ
ド
と
し
て
日
々

お
客
様
と
山
へ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
、
東
南
ア

ジ
ア
キ
ナ
バ
ル
山
等
）
、
傍
ら
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
育
成
、
山
の
事

故
抑
止
活
動
・
雪
崩
事
故
防
止
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

縁
か
ら
日
本
雪
氷
学
会
に
入
会
、
防
災
科
学
研
究
所
の
研
究
者
と
雪
崩

事
故
現
場
へ
赴
き
研
究
者
の
安
全
管
理
を
担
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た

（
小
論
文
も
発
表
）
。

ち
ょ
う
ど
事
故
か
ら
13
年

(13
回
忌
）
に
あ
た
る

2
0
1
3年
5
月

に
毎
年
の
よ
う
に
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
い
た
国
立
登
山
研
修
所
の
申
し

入
れ
を
受
け
春
山
研
修
講
師
と
し
て
、
翌
年
3
月
に
は
冬
山
研
修
講
師
、

そ
の
後
主
任
講
師
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
日
岳
の
事
故
を
機
に
親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
い
た
仲
間

も
い
れ
ば
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
誹
謗
中
傷
を
浴
び
た
の
も
事
実
で
す
。
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2
0
1
1
年
3
月
11
日

東
日
本
大
震
災
が
発
生

所
厩
し
て
い
る

（
公
社
）

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
が

H
U
M
A
（災
害
人
道
医
療
支
援

会
）
と
い
う
災
害
医
療
チ
ー
ム
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
先
遣
隊
と
し
て

3
月
19
日
か
ら
宮
城
県
南
三
陸
町
に
於
い
て
約
2

か
月
支
援
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
「
ガ
イ
ド
の
多
様
性
」
を
意
識

し
そ
の
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
体
験
を
災

窃
看
護
学
会
で
発
表
す
る
機
会
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
（
「
寄
り
添

い
支
え
る
」
菅
野
武
著
（
志
津
川
病
院
医
師
）
に
も
紹
介
）
。

2

0

ー

1
年
11
月
H
U
M
A
に
入
会
、

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
と
の
コ
ラ
ボ

で
2
0
1
2
年
S
2
0
1
7
年
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
S
岩
手
県

大
槌
町
児
童
自
然
体
験
活
動
支
援
事
業
S
を
主
管、

2
0
1
2
年
12
月

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
ボ
ー
フ
ァ
被
災
者
支
援
先
遣
隊
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
会

員
と
し
て
参
加
、

2
0
2
4
年
1
月
能
登
半
島
地
震
被
災
者
支
援

(
H

U
M
A
と
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
共
催
）
に
参
加
と
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
友
人
の
勧
め
も
あ
り
2
0
1
7
年
7
月
か
ら
第
59

次
南
極
地
域
観
測
隊

・
野
外
観
測
支
援

(
F
A
)
隊
員
に
応
募
、
現
地

で
研
究
者
の
野
外
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
隊
員
と
し
て
採
用
さ
れ
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
59
次
隊
で
は
南
極
昭
和
基
地
周
辺
で
活
動
、
第
60
次
隊
で
は
南
極

の
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
周
辺
ま
で
昭
和
基
地
か
ら
1
,
0
0
0
.;t-c, 内
陸
ま

で
雪
上
車
で
移
動
し
て
1
0

0
万
年
前
の
ア
イ
ス
コ
ア
を
掘
削
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、

61
次
隊
で
は
生
物
調
査
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
ベ
ル
ギ
ー
基
地
を
ベ
ー
ス
に
南
極
の
地
衣
類

・
バ
ク
テ
リ
ア
調
査
研

究
者
の
野
外
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
任
務
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
国
立
極
地
研
究
所

・
極
地
研
講
師
と
い
う
立
ち
位
置
で
南

極
観
測
隊
に
参
加
予
定
の
方
の
野
外
訓
練
な
ど
後
輩
の
育
成
に
関
わ
ら

環
境
省
自
然
公
園
指
導
員

（
公
社
）

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
会
員

ス
キ
ー
ガ
イ
ド
II

（
公
社
）

日
本
山
岳
会
会
員

（公
社
）
日
本
雪
氷
学
会
会
員

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
災
害
人
道
医
療
支
援
会

(H
U
M
A
)

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
会
員

（
独
立
行
政
法
人
）
国
立
登
山
研
修
所
講
師

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
山
岳
部

愛
知
学
院
大
学
山
岳
部

第
59
、
60
、
61次
南
極
地
域
観
測
隊

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
卒

愛
知
学
院
大
学
法
学
部

卒

高
村

真
司

（
た
か
む
ら

1
9
6
0年
生

山
形
県
村
山
市

在
住

酪

歴

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
ん
じ
）

参
加 衰

格

「山
を
知
る
1

山
に
学
ぶ
」
常
に
夢
を
抱
く
こ
と
、
あ
き
ら
め
な

い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
山
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
困
難
を

乗
り
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
登
山
を
通
じ

知
り
合
っ
た
方
々
の
支
え
と
ご
縁
の
お
か
げ
で
今
日
ま
で
活
動
で
き
た

こ
と
、
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

恩
師
が
常
日
頃
言
わ
れ
て
い
た
「
逆
境
は
順
境
な
り
」
そ
の
言
葉
を

反
蜀
し
山
あ
り
谷
あ
り
の
生
き
ざ
ま
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
岳
ガ
イ
ド
II

山形教育No.3981


	YK-398-4
	YK-398-5
	YK-398-6

